
ソーシャル・データサイエンス学部 
ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 
 

 

一橋大学ソーシャル・データサイエンス学部は、豊かな教養と市民的公共性を備えた、構想力

ある専門人、理性ある革新者、指導力ある政治経済人を育成するとの理念に基づいて、社会科学

とデータサイエンスが融合するソーシャル・データサイエンスの学問分野において、その考え方

を修得し、社会に存在する課題を解決できるソーシャル・データサイエンスのゼネラリストの養

成を目指します。 

本学部の卒業生には、社会科学とデータサイエンスの知識を融合できることと、社会で蓄積さ

れるデータを用いて、ビジネスの革新と社会課題の解決に対する方策を提案・実行できることが

求められます。 

よって本学部では、以下１．に掲げる能力及び資質等を修得していることを、２．に示す方法

で確認し、卒業の認定を行い、学士（ソーシャル・データサイエンス）の学位を授与します。 

 

 

１．修得する能力・資質等 

（１）ビジネス領域の体系的な知識 

（２）社会課題領域の体系的な知識 

（３）データサイエンスの体系的な知識 

（４）（１）～（３）を融合させ、ビジネスの革新と社会課題の解決に対する方策を提案・実行で

きる能力 

 

２．能力・資質等の修得・判定方法 

（１）本学部が考える「ビジネス領域の体系的な知識」とは、導入・基礎・発展と段階的に配置さ

れた経営学・経済学関係の授業科目を、系統的に履修することを通じて修得されるもので

す。よって、各々の興味・関心に基づき履修した、経営学・経済学関係の導入・基礎レベル

の授業科目から修得した基礎的知識を踏まえて、ビジネスの革新に関する発展レベルの授

業科目から発展的知識を修得したことをもって、同能力・資質を修得していると判定しま

す。 

（２）本学部が考える「社会課題領域の体系的な知識」とは、導入・基礎・発展と段階的に配置さ

れた法学・政治学・その他の社会科学関係の授業科目を、系統的に履修することを通じて

修得されるものです。よって、各々の興味・関心に基づき履修した、法学・政治学・その他

の社会科学関係の導入・基礎レベルの授業科目から修得した基礎的知識を踏まえて、社会

課題の解決に関する発展レベルの授業科目から発展的知識を修得したことをもって、同能

力・資質を修得していると判定します。 

（３）本学部が考える「データサイエンスの体系的な知識」とは、導入レベルの数理・情報系の

授業科目及び「統計学」「情報・ＡＩ」「プログラミング」関係の基礎的・発展的な授業科目

を、系統的に履修することを通じて修得されるものです。このうち、数理・情報系の導入



的知識と、「統計学」「情報・ＡＩ」「プログラミング」の基礎的知識は、全学生が共通して

修得する必要があります。よって、本学部が指定する導入レベルの数理・情報系の授業科

目及び基礎レベルの「統計学」「情報・ＡＩ」「プログラミング」の授業科目から修得した

基礎的知識を踏まえて、各々の興味・関心に基づき履修したデータサイエンスに関する発

展レベルの授業科目から発展的知識を修得したことをもって、同能力・資質を修得してい

ると判定します。 

（４）本学部が考える「ビジネス領域の体系的な知識、社会課題領域の体系的な知識、データサ

イエンスの体系的な知識を融合させ、ビジネスの革新と社会課題の解決に対する方策を提

案・実行できる能力」とは、各領域の体系的な知識を、具体的な課題解決のために融合さ

せる経験を通じて修得するものです。よって、本学部が指定する演習科目の履修を通じて

具体的な課題解決の経験を積み、学士論文の審査に合格したことをもって、同能力・資質

等を修得していると判定します。 

（５）（１）～（４）で修得が確認された能力・資質等は、あくまで最低限のものです。本学部の

卒業生には、現代社会における様々な状況において、社会科学とデータサイエンスの知識

を融合できることと、社会で蓄積されるデータを用いて、ビジネスの革新と社会課題の解

決に対する方策を提案・実行できることが求められます。よって、各々の興味・関心に基

づき幅広い授業科目を履修し、その他本学部が定める要件を満たしたことをもって、本学

部の卒業を認定し、学士（ソーシャル・データサイエンス）の学位を授与します。 

 

 


